
令和元年度　　千早赤阪村立千早小吹台小学校

４・５・６年の児童アンケート報告（グラフ内の数字は、回答児童数です）

26 26 3 2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（３）あなたは、今の学校が楽しいですか｡
A とても楽しい

B どちらかといえば楽しい

C どちらかといえば楽しくない

D まったく楽しくない
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（１）授業中先生の話や友だちの発表を聞いていますか。

A よく聞いている

B だいたい聞いている

C あまり聞いていない

D まったく聞いていない

よく聞いている・だいたい聞いていると答えた児童を合わせると、ほぼ１００％です。

普段から朝礼や授業中など、本校の児童は、本当に人の話をしっかり聞くことができて

いると感じます。本校では、「思いを伝え合う力の育成」を目指していますが、伝え合うた

めには、「話す力」以上に「聞く力」が必要となります。これからも、しっかり話を聞くことの

できる子供の育成を目指していきます。
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（２）あなたは、授業の内容がわかりますか。

A よくわかる

B だいたいわかる

C あまりわからない

D まったくわからない

約９６％の児童が、授業の内容がよくわかる、だいたいわかると答えています。一

方、あまりわからないと答えた児童も複数います。算数科ではＴ．Ｔ．（教員２人体制）

の授業や少人数の習熟度別分割授業を、また５・６年理科で中学校の教師とＴ．Ｔ．の

授業を行っております。通級指導教室も含め、個別の課題にできるだけ即したサポー

トを心がけておりますが、引き続き児童の実態を把握して、個別指導や補習対応など

に配慮して参ります。

Ａ・Ｂ合わせた肯定的な評価は約９１％です。今年度も、「どちらかといえば楽しくな

い」と答えた児童がいました。「楽しくない」と感じる要因は様々あると考えられます

が、学校としては、全員の居場所を大事にしながら、一人ひとりの良さを認め、生かし

ながら、集団生活の中での自尊感情を高められるよう、努力して参ります。
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（４）あなたは、学校の時間で何の時間が楽

しいですか｡

学校での楽しい時間ベスト３は、①休み時間②給

食の時間③委員会・クラブでした。この傾向は近年

の調査と変わりがありません。友達とのおしゃべりや

遊びが中心の休み時間は、友達関係がうまくいって

いると考えられます。休み時間ほどには自由度はあ

りませんが、クラブ・委員活動も、希望をベースに選

択した活動に自主的に取り組み、楽しめているのだ

と思います。給食が楽しいと感じている子が多いの

はうれしいことです。やさしさと笑顔いっぱいの学校」

という教育目標を具現化するために、これからも努

力いたします。
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（５）あなたは、学校行事の中で 何の行事が楽し

いですか｡

遠足・社会見学などの校外学習、臨海学舎などの宿泊行

事は、子供たちにはとても楽しいもののようです。修学旅行

には、４・５年生も回答していました。とても楽しみにしている

ことがわかります。

芸術鑑賞会や音読発表会といった文化的行事も毎年一定

の評価があります。「防災学習・訓練」の項目にも多数の回

答がありました。集団への所属感や連帯感を深め、公共の

精神を養い、協力してよりよい学校生活を築こうとする自主

的、実践的な態度を育てることが学校行事の目標です。

学校の教育課程は、時代の変化に応じ多様化していく分、

精選も必要となってきます。学校行事が子どもたちにとって

充実したものとなり、そして成長に寄与できるよう、検討を重

ね工夫いたします。
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（６）学校にあなたの気持ちをわかってくれる友だちが

いますか。

A たくさんいる

B 少しいる

C あまりいない

D まったくいない

約９５％の児童が、気持ちをわかってくれる友だちがい

ると答えています。あまりいないと答えた子が数名いまし

た。本校は単学級の小規模校でクラス替えもなく、新しい

出会いの場は多くありません。ずっと一緒に学校生活を

送る仲間の良いところをたくさん見つけ、信頼関係を豊か

にしていけるよう、支援していかねばなりません。個別の

相談活動に力を入れるとともに、普段から児童との関わり

を深くし、少しのサインも見逃さないよう努力します。関係

諸機関とも連携しながら、学級や異年齢集団である「なか

よし班」での取り組みなど、学校全体での「仲間づくり」を

推進いたします。
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（10）学校生活で特に大切だと思うことは何ですか。（３つに○）
①おたがいに助け合うこと②友だちとなかよくすること③

勉強すること④クラスがまとまることなど、子供たちは自分

たちの学校生活をよりよいものにするため、大切にしなけれ

ばならないことについて、しっかり考えられているようです。

学校生活で、子供たちの生活の基盤である学級の仲間作

り・学級づくりは、人権教育の観点からも、職員全体で各学

級の様子・情報を共有しながら、力を入れて取り組んでおり

ます。引き続き、一人ひとりの児童の思いを受け止め、充実

した学校生活となるように努めて参ります。
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楽しい授業をしてほしい

いっしょに遊んでほしい

きびしく指導してほしい

やさしくしてほしい

自分たちの意見を聞いてほしい

公平にしてほしい

よいところをみとめてほしい

失敗してもはげましてほしい

わからない所は分かるまで教えてほしい

その他

（７）先生に特に希望することはどんなことですか。 子供たちの先生に期待することは、

①楽しい授業をしてほしい

②公平にしてほしい

③わからない所は分かるまで教えてほしい

の３項目に多くの回答がありました。この設問は、「現在

そうではないので、そうあってほしい」、「現在満足してい

るが、引き続きそうあってほしい」という思い、どちらも含

まれています。「やさしくしてほしい」「いっしょに遊んでほ

しい」の項目も、例年回答数が多い傾向です。改めて

日々の対応がどうか、職員で振り返ってみます。①は、昨

年度同様最も回答が多い項目です。現状に満足していて

今後も引き続きという期待か、まだまだ期待に応えられて

いないのか、もう少し分析してみたいと思います。子供た

ちの自尊感情を大切にしながら子供たちの願いに応える

べく、学ぶこと自体に楽しさを感じられる授業、分かる授

業づくりに力を入れて参ります。
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（11）あなたは、おうちの方に学校のことを話しますか｡

A よく話をする

B ときどき話をする

C あまり話をしない

D まったく話をしない

約９割の児童が、学校のことを家庭で話しているようですが、あまり話

をしない・まったく話をしない児童もいます。４項目の割合は、ここ数年似

たような傾向が続いています。ご家庭での生活サイクルや、個々の児童

の気質など事情はさまざまだと思いますが、学校での話を聞くことを、保

護者の皆さまも楽しんでいただく雰囲気で、お子さんとの会話をこれから

も大事にしていただけたらと思います。学校だよりや学年だよりも、ぜひ

ご活用ください。本校ホームページの更新にも、引き続き努めて参りま

す。それらがご家庭での話題作りの一助となれば、幸いです。
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（８）教科によって担任以外の先生が授業をすることについて

どう思いますか｡

A とてもよい

B どちらかといえばよい

C どちらかといえばよくない

D まったくよくない

担任以外のいろいろな先生の授業を受けることを望んでいる児童がほとんどでし

た。そうではない児童も、わずかですがいます。学級担任の授業スタイルで統一さ

れている方が良いなど、個別の理由があるのだろうと思われます。いろいろな教師

の専門性や個性に触れることは、社会性を培う上では大切なことです。小規模校で

すので全員の教師が全ての子供に関われるように努力しています。これからもより

多くの教師が関われる体制を続けて参ります。

20 34 30

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（9）あなたは、二人以上の先生に教えてもらったり、少ない人数で授業を

受けたりすることについてどう思いますか。

A とてもよい

B どちらかといえばよい

C どちらかといえばよくない

D まったくよくない

設問（２）でも触れましたが、授業方法の工夫・改善のた

め、算数科を中心にＴ．Ｔ．（教員２人体制）の授業、少人

数の習熟度別分割授業を取り入れています。ほとんどの

児童が、それらを肯定的にとらえています。個に応じた学

習など、今後も一人ひとりを大切にしたきめ細かな指導を

進めるとともに、「どちらかといえばよくない」という回答も

複数ありますので、個の課題に応じた・授業のあり方を研

究して実践を進め、学びやすい、分かりやすい授業がで

きるよう、努力を続けて参ります。
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（１6）道徳の時間に、特にみんなと考えたいことは

何ですか。 A 自分自身のこと

B 身近な友達のこと

C 学校や地域や社会のこと

D 命や自然のこと
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（１3）あなたは、近所の方に会ったらあいさつ

しますか。

A よくする

B ときどきする

C あまりしない

D まったくしない

日ごろから、近所の人とよくあいさつができているようで

す。子供と地域の方々との関わりが強い、この地域の良さが

表れています。実際、いろいろな場面で、地域の方からあい

さつだけでなく、温かいお声をかけていただいています。感

謝申し上げます。今後も、「あいさつ運動」などを地域の方々

と共に取り組みを進めて、自分から進んであいさつできる子

の育成に努力して参ります。
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（１4）あなたは、自分で悪いと思うことをしたところを地域

の方に見られた時、地域の方に注意されたことがあります

か。

A よくある

B ときどきある

C あまりない

D まったくない

E していない

「よくある」「ときどきある」を合わせた回答と、「あまりない」の回

答がほぼ同じになりました。

気になる様子について、地域の方がいつもお声かけくださり、

大変ありがたく感謝いたしますが、万が一、子供が大きなケガや

命に関わるような失敗をしそうなときには、一層厳しく注意いただ

きますようお願いします。（１３）とも関連いたしますが、「子ども見

守り隊」の方をはじめ、地域の方々にご協力いただき、声かけや

あいさつを手厚くしていただいております。子供と地域の方との

関わりは大切ですので、子供たちへの温かい関わりを、今後とも

どうぞよろしくお願いいたします。
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（１5）あなたは朝ごはんを食べていますか。

A 毎朝食べる

B 食べない日もある

C あまり食べない

D まったく食べない

朝食を毎朝食べることは、健康な生活には欠かせないことです。食べな

い日もある、あまり食べない、まったく食べないという児童の割合は、約

３％でした。ここ数年、多少の増減を繰り返しています。今年度も栄養教

諭はじめ校内担当が、「朝食の重要性」も含め、食育の推進に努めており

ます。

学校で児童が不調を訴えたり、イライラしたり、授業中に集中が続かな

かったりするのは、朝ごはんを食べていないことと関連があることも多くあ

ります。今後もぜひ、朝食を食べて登校できるようご協力をお願いいたし

ます。学校では毎月、「こころと体とくらしのアンケート」を実施し、児童の

心身状態の把握、より良い生活習慣・学習習慣の定着にむけての指導・

支援を行っております。今後もぜひ、朝食を食べて登校できるようご協力

をお願いいたします。

もし、何か食べることができない事情や健康上の理由等ありましたら、

ぜひとも学校までご相談ください。
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話を聞いてほしい

いっしょに遊んでほしい

子どもを信用してほしい

あまりおこらないでほしい

勉強のことばかり言わないでほしい

よい所を見つけてほめてほしい

人とくらべないでほしい

その他

（１2）おうちの方に特にしてほしいことは何ですか。（３つに○）
子供たちからおうちの方に望むことについては、「人とくらべ

ないでほしい」「勉強のことばかり言わないでほしい」に続き、

「子どもを信用してほしい」「あまりおこらないでほしい」が多い

回答になりました。

親子・家族関係は、時代により、またご家庭の事情により異

なるところもあるとは思います。結果から、子供たちの願いに

ついて、全体的な傾向を受け止めていただく中で、それぞれ

のお子さんとのかかわりについて、何かご参考になれば幸い

です。

道徳は昨年度から「特別の教科 道徳」として授業や評価の方法

が大きく変わりました。本校では現在、道徳の学習については年間

３５時間、教科書に沿って、全ての内容項目（誠実・明朗、公正・公

平・正義など）を定められた通り行っています。このうちの４番目（選

択肢ではＤ）にあたる、「生命や自然のこと」について関心をもって

いる児童が今回も最も多いという結果になりました。

評価については、文章表記で、児童の学習の様子が分かるよう

にお伝えしていきます。
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（17）体力作りの大切さや運動の楽しさを感じるのは

どれですか。
その他は、「ドッジボール」と「体育の授業」でした。スポーツテストが断

然多い結果となりましたが、これは、運動の楽しさを感じることよりも、結

果がデータ（数値記録）としてはっきりと出ることで、「体力作りの大切さ」

を実感する機会となっているからだと判断しています。

スポーツテストの結果は、分析を行い、日ごろの体育の授業や様々な

運動体験に傾向や課題を反映させるように努めております。別にお配りし

ております「スポーツテストの分析結果」をぜひお読みいただきたいと思

います。スポーツテストを中心にさまざまな場面で、児童自身が体力作り

の大切さや運動の楽しさを意識できるよう、スポーツテストの結果を活用

いたします。


